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境川かわまちを進める会

「境川かわまちづくり」は、これまで多くの議論と試行を重ねながら、少しずつ形を作ってきました。
その過程を踏まえ、改めて「進める会」の役割と体制を整理し、次の段階へ進めていきたいと考えています。
今回の集まりは、「境川かわまちを進める会」の新たなスタートのための第一歩です。

第９回境川かわまちを進める会
令和8年11月17日（土） 10:00～12:00

今後の「境川かわまちを進める会」のかたちや令和７年度の活動トピックについて事務局より資料説明
を行い、その後各部会ごとに、これからやりたいことのアイデアについてミニミニ・ワークショップを
行いました。

当日のプログラム

（１）今後の「進める会」のかたち
・体制と関わり方を確認し、運営メンバーを選出

（２）令和7年度の活動トピックシェア
・今年度のこれまでの活動と、今後の予定を共有

（３）ミニミニ・ワークショップ
・これからやりたいことのアイデア出し

① 水・自然環境 ：水質調査/生物 など
② 歴史・文化 ：歴史ガイドツアー/境川学 など
③ 水辺・水面利用：親水テラス/その他の水辺活用アイデア

令和8年1月 発行

今後の「進める会」のかたち

【部会代表者（部会/所属団体）】
１．相部 識（水辺・水面利用／NEXT30）
２．浅川 潔（歴史・文化／うらやす景観まちづくりフォーラム）
３．今井 学（水・自然環境／浦安のべか舟を未来につなぐ会）
４．遠藤母都子（水辺・水面利用／浦安市カヌー協会）
５．後藤 隆（水・自然環境／みどりのネットワーク）
６．横山清美（歴史・文化／浦安水辺の会）

今後は、従来の体制を踏まえ、「境川かわまちを進める会メンバーズ
（部会）」を新設し、参加資格を明確化します。「進める会」は各部
会代表者（最大9名）による運営体制とし、以下の6名を各部会代表と
して決定しました。

～全員で記念撮影～



ミニミニ・ワークショップの様子

水・自然環境 歴史・文化 水辺・水面利用

皆さんのアイデアを付箋に書き図面に貼付し、代表者より発表を行いました。

浦安市 都市整備部 道路整備課 河川海岸係
TEL：047-712-6577FAX：047-352-7996
E-mail：doroseibi@city.urayasu.lg.jp
事務局説明の動画のほか、境川かわまちづくりに関する取り組み
の詳細は、市公式HPに掲載しています。

市公式ＨＰ
（境川かわまちづくり）

歴史・文化

• 境川の生き物マップをつくる ・水質浄化 水草はあるか
• 昔の写真展（イベント） ・市民からの発言につながるファン作り
• 境川を住民に知ってもらう ・水栓を設置したい
• キッチン船をやってみる ・東西水門間について子供たちが川で遊べるようにしたい
• 川の側面にアクリル板でのぞけるように ・どのような魚がいるのか広報をしてほしい
• かいぼり計画（浚渫）やってもらいたい ・原風景、原体験を子供たちへ
• よどみを改善するためにどこにヘドロが多いのか把握して、何とかしたい

水・自然環境

• べか舟の仕組み体験 ・昔の生活体験 ・ガイドの育成を計画
• 季節ごとのコース設定 ・神社や寺の歴史を調査する ・境川の浦安での役割
• ベンチ、トイレ等の設置・御朱印集めを絡めたコース設定・元町の写真を川沿いにはる
• 元町の活用を市民が行う・舟から見える景色のリニューアル
• 市民の憩いの場にする ・歩く人に応じたコース選択、バリエーションあるツアー

• まち側から見えるように ・花見船の実施 ・日陰必要
• 水遊びができるように ・桟橋と歩道をつなげる ・夏場ビアガーデン
• 親水テラスから対岸へ渡し舟 ・親水テラスを広くしたい・水上カフェ、レストラン
• 夜間川沿いが暗いので街灯（腰の高さ）設置必要
• 柵がある場所は時間で解放する ・プロジェクションマッピングによる浦安の歴史
• 親水テラスをかわまちで管理（自主運営）そのために必要なハード、ソフト整備必要

水辺・水面利用

― 主な意見―


